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博物館学芸員課程科目科目区分

博物館概論科目名

三好　唯義担当教員

後期／2nd　semester 2.02～4月曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

授業の目的、概要
Objectives and

content

博物館の基礎知識と現状を把握する
博物館の基本的な活動として、資料の収集と保管、展示や普及などが挙げられる。しかし現在の博物館は社会教
育施設として、生涯学習の推進、「学社融合」「博学連携」の取り組みなど、さまざまな役割が期待されている
。また国立博物館などの独立行政法人化、指定管理者制度の導入など、博物館を取り巻く社会環境や情勢は近年
大きく変化している。講義では博物館に関する基礎的な概念と知識を学び、さらに現在における課題と問題点の
把握に努めたい。

授業計画
Syllabus

１．博物館の目的と機能
　（１回）博物館とは
　（２回）博物館の基本的機能その１（調査・研究）
　（３回）博物館の基本的機能その２（収集・保存）
　（４回）博物館の基本的機能その３（展示）
　（５回）博物館の基本的機能その４（博物館教育）
２．博物館の歴史
　（６回）海外の博物館史
　（７回）わが国の博物館史
３．博物館倫理
　（８回）博物館の組織
　（９回）博物館と博物館専門職の倫理
４．博物館関係法規
　（10回）博物館法ほか
５．生涯学習と博物館
　（11回）博物館と生涯学習
　（12回）博物館と地域社会
　（13回）博物館とボランティア
６．これからの博物館
　（14回）日本の博物館の現状と
　（15回）「博物館の望ましい姿」

　参照URL　
Referance URL(s)

授業方法
Class type

講義形式にておこなう。

評価方法
Evaluation

平常評価（出席、態度、宿題提出等）70%と、期末レポート30%にて、総合的に評価する。

履修上の注意
Requirements and

policy

出席（3分の2以上）と、テーマに取り組む姿勢を重視する。
多くの博物館施設を見学していることが望ましい。

教科書
Textbook(s)

プリントを配布します。

参考書
Reference(s)

授業中に紹介します。
新編　博物館学
倉田公裕・矢島國雄著(東京堂出版)
博物館学ハンドブック
高橋隆博他編著(関西大学出版会)

備考
Remarks


